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寄贈書

窪壮一朗『明治維新と神代三陵　廃仏毀釈・薩摩藩・国家神道』法藏館、2022年6月刊
（2022年8月24日　窪壮一朗様より）
米村秀司『元東宮女官長　島津治子不敬事件の真相』ラグーナ出版、2021年12月刊

（2022年10月13日　米村秀司様より）
米村秀司『権力に対峙した男―新・西郷隆盛研究―下巻』ラグーナ出版、2018年3月刊

（同上）
米村秀司『消えた学院　日中共学を実践した「青島学院」の三十年を追う』ラグーナ出
版、2011年7月刊（同上）
米村秀司『昭和金融恐慌と薩州財閥―川崎造船所・十五銀行　崩壊の軌跡』ラグーナ出
版、2020年10月刊（同上）

今後の予定

3月17日に鹿児島大学学習交流プラザ2F 学習交流ホールにおいて「令和５年　春のシン
ポジウム　日本とイタリア―社会と文化の諸相」が以下の内容で開催されます。
1. フィレンツェ大学鷺山郁子教授特別講演「イタリアにおける日本文化―文学を中心に」
2. 本センター鈴木優作特任助教研究報告「ミステリが架橋する日本とイタリア」
3. 本学増留麻紀子助教研究報告「日伊で活躍した建築家松井宏方の建築表現」
4. トークセッション「日本とイタリア　近現代の社会と文化を語る」ファシリテーター・

本学藤内哲也教授、パネリスト・鷺山郁子教授、センター長丹羽謙治教授、鈴木優作特
任助教
5月にはセンター主催の地域マネジメントプロジェクトの報告会を開催する予定です。

編集後記
創刊号ということで構成やレイアウトなどゼロからの編集でしたが、無事に発行するこ

とができて安堵しています。センターからの発信であるとともに、読者が充分に楽しめる
読みでのある誌面づくりをしよう――そんな思いを念頭に、多くの方にご協力を頂き様々
なコンテンツを盛り込みました。この思いが皆様に届けば幸いです。 （鈴木）

近現代センター通信　創刊号
2023年3月31日

発行　鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター
〒890－0065

鹿児島県鹿児島市郡元一丁目21－30
電話　099－285－7532

メール　kingendaijim@leh.kagoshima-u.ac.jp
  https://kadai-kingendai.jp/


